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関市行政改革推進審議会 

 

１ 会議名 第２回関市行政改革推進審議会 

 

２ 日 時 令和３年３月 10 日（水）午前 10 時 00 分～11 時 30 分 

 

３ 場 所 関市役所６階 大会議室 

 

４ 出席委員 ９名                 （敬称略） 

№ 名 区 分 

2 多田 幸泰 1 号委員 関青年会議所 

4 山田 博 1 号委員 関市金融協会 

6 藤村 伸隆 1 号委員 関市東商工会 

7 櫻井 寛和 1 号委員 自治会連合会 

8 〇内藤 洋子 1 号委員 関市地域女性の会連合会 

10 市原 輝明 3 号委員 学識経験者 

11 ◎藪下 武司 3 号委員 学識経験者 

14 加藤 知子 4 号委員 一般公募 

15 森川 哲也 2 号委員 市職員 

 ◎：会長、○：副会長 

 

５ 欠席委員 ６名                 （敬称略） 

1 各務 剛児 1 号委員 関商工会議所 

3 鈴木 良春 1 号委員 岐阜県関刃物産業連合会 

5 隣垣 学 1 号委員 連合岐阜中濃地域協議会 

9 山田 弘子 3 号委員 学識経験者 

12 伊藤 康宏 2 号委員 一般公募 

13 林 加奈 4 号委員 一般公募 

 

６ 事務局 

  企画広報課長ほか４名 

 

７ 傍聴者 なし 

 

８ 議事日程 次第のとおり 



 

 

第２回 関市行政改革推進審議会 

              

    日 時 令和３年３月１０日（水） 

                     10 時～11 時 30 分（予定） 

                 場 所 関市役所６階 大会議室 

 

 

（次 第） 

 

１ 開 会 

 

 

２ 議 事 

   （１）せき行財政改革アクションプランⅢ（案）について 

  

 

  

 

   （２）答申（案）について 

 

 

 

   

   （３）せき行財政改革アクションプランⅡについて（報告） 

 

 

 

 

３ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

（配付資料） 

◎せき行財政改革アクションプランⅢ（SAPⅢ）（案） 

◎せき行財政改革アクションプランⅢ（案）の意見等について（回答） 

◎せき行財政改革アクションプランⅡ＜実施報告書＞ 

◎SAPⅡ 全体総括表 

◎答申（案）について 

 

 



 

 

（午前 10 時 00 分 開会） 

○開会挨拶（企画広報課長） 

 

○議事 

○せき行財政アクションプランⅢ（案）について 

 ・せき行財政改革アクションプランⅢ（案）の取組内容について、事務局 

より前回審議会後に質問があった内容や変更点、取下げ項目について説  

明。 

 ・重点項目 1～5 に掲げる項目について、事務局より順番に説明。 

 

【主な意見】 

○重点項目１ 

委員：改革項目６のイベントの点検について、点検する内容は決まっている 

のか。 

事務局：詳細な内容はプランニングシートに記載するが、現在、想定している 

内容は、イベントの周知、集客や地域への波及効果、ターゲットの拡 

充などであり、集客数やイベントに関わるボランティア数などを点検 

項目と考えている。 

委員：改革項目７の選挙における期日前投票所について、高校での期日前投 

票は始まっているが、特別養護老人ホームなど高齢者施設や障害者施 

設での期日前投票所の開設はあるか。 

事務局：県に届け出すれば開設可能。 

 

○重点項目２及び３ 

 意見なし 

 

○重点項目４  

委員：改革項目２３の学校施設の長寿命化と学校再編の推進について、20 

   年後に一斉に改築時期を迎えるため、この取組を実施して分散させよ 

うとすると思うが、20 年後には、この問題は解消されるのか。 

事務局：もし長寿命化をしなければ、20 年後には一斉に更新時期を迎えるも 

    のであるため、長寿命化をし、改修費用を平準化しながら長寿命化し 

ていこうとするもの。 

 

○重点項目５ 

 意見なし 

 

○その他全体 

委員：ふるさと納税額が多いとのことだが、どのような返礼品が多いか。返 

礼品の注文ランキングが高い自治体に注文が集まると思うため、周知 

を効果的に実施すると受注が増えてくると思う。 

事務局：全国的なランキングでみると上位は食品となっており、関市では、 

約７割から８割が包丁やキッチン用品となっている。 

委員：徴収事務の強化について、滞納額が多いが差し押さえなどを実施 



 

 

しているのか。 

事務局：滞納処分なども実施しているが、収入金額が少額な場合などは徴収 

できないということも課題である。 

委員：改革項目１８について、項目名称はふるさと納税を活用した返礼品 

づくりとなっているが、目標では、奨励金制度を活用した企業誘致 

数となっており、項目名称と数値目標が合わない気がするが。 

事務局：当初は、食品関連企業の誘致を考えていたが、ふるさと納税だけで 

は企業誘致が難しいこともあり、項目名称を変更したが、数値目標 

を変更していなかったため、目標名も変更する。 

委員：市内事業者と連携して、魅力ある返礼品や商品づくりも大切。 

委員：改革項目２２の再配置計画について、以前は、利活用の相談を地域 

委員会でしたこともあるが、現在は地域の方に聞こえてこない。 

事務局：市役所内の組織体制の強化を進めて実施していきたい。また、地域 

の声やニーズも合わせて聞きながら進めていきたい。 

 

○答申（案）について 

 ・前回の審議会での委員の意見を踏まえ、答申（案）を作成。また、本日の 

意見も反映して会長から市長へ答申予定。 

 ・事務局より答申（案）の説明。 

 

【主な意見】 

  意見なし 

 

〇せき行財政改革アクションプランⅡについて 

 ・事務局より取組の報告。 

 

【主な意見】 

委員：就業奨励金の制度はどのようなものか。一時金では離職者が増えて  

しまうため、数年間勤務した後に奨励金を支給した方が有効になる  

のではないか。また、学費の免除制度もあると保護者の負担も減る  

ため有効なものであると思う。 

事務局：この制度は介護事業所従事者を対象としたものであるため、提案い 

ただいた内容は担当課へ伝えます。 

 

〇閉会挨拶（市長公室長） 

 

（午前 11 時 25 分 閉会） 


